
４月の主な行事予定 
６日（木） 始業式 

７日（金） 入学式 

１０日（月） 身体測定（５・６年） 

          第１回 PTA総務委員会 

１１日（火） 身体測定（３・４年）・集金日 

１２日（水） 身体測定（１・２年） 

１４日（金） 児童総会・尿検査 

１８日（火） 全国学力・学習状況調査（６年） 

１９日（水） 交通安全教室・神石高原ランチ 

２０日（木） 読み聞かせ（ゆきんこ・地域ボランティア） 

          眼科検診 

２１日（金） 参観日・PTA総会・学級懇談会 

２４日（月） 郡 P三役会（引継） 

          家庭訪問（～２６日） 

２８日（金） 第１回学校運営協議会 

神石高原町立油木小学校 

学校通信 

令和５年３月１０日 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      

                                                      

                                                     

                                                      

                                                    

                                       

                                                      

                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春らしい陽気を感じる日が増えました。花壇の土の中からチューリップの芽も伸びてきました。 

  ３月はお別れの季節です…。本校では、３月２３日に卒業証書授与式を挙行します。本年度、７名の卒業生を送

り出します。 

先日、「６年生を送る会」を実施した時に、小学校１年生からの思い出を振り返る場面があり、７名の物語を写真

で辿りました。かわいらしいピカピカの新入生は、６年を経て、今では立派な最上級生になりました。学校生活で

は、リーダーシップを求められ、自分のことだけをすればよいという立場ではなくなりました。本当は、自分のやりた

いことをしたかったり、思ったことをそのまま言ったりしたい時もあったことでしょう。下級生のことを考える時には、場

面やその子の状況を考え、下級生に伝わるような言葉かけに腐心していた姿を思い出します。特に、リーダー朝会

では、複数の視点からどうすればよいかを考えていました。それぞれが学校のことや児童一人一人のことを自分事

として考え、行動することで、油木小学校は前進できたと思います。 

６年生が創り上げてくれたものの一つに学校の雰囲気があります。優しくてあたたかい雰囲気を校内全体に広

げ創ってくれたのは紛れもなく６年生の力だと思います。 

次期リーダーも育ってきており、６年生を送る会では５年生が様々な場面で活躍してくれました。積極的に参加

し、本気でやりきろうとする気持ちが伝わってきて、これならば安心してバトンタッチできると思います。 

   

令和４年度が終わります。保護者の皆様、地域の皆様方には、大変お世話になりました。今後も地域と共にある

油木小学校であるよう努めて参ります。次年度は、コロナ対策等も変更します。新しい一歩を踏み出せると楽しみ

にしています。引き続き、よろしくお願いします。                                          校長  辻 雅人 

校内掲示を各学級

で準備した、卒業式バ

ージョンに張り替え

ました。校内が一気に

卒業をお祝いする雰

囲気に向かいました。

６年生、今までありが

とう！ 

 

２月 21 日（火）に今年度最後の第 4 回学校運営協議会を開催し

ました。校長が今年度の学校経営の説明を行い，その後運営協議会

委員の皆様と意見交流をしました。一年間を振り返り、今後に向け

ての話し合いができました。 

【今年度の学校経営についての説明（学校長）】  

１ 1 年間を振り返って（児童の様子から） 

２ 学校評価自己評価表についての説明 

３ 次年度以降の方向性について 

① 学校経営について 

② 学校運営協議会について 

４ Yuki-educational-network(仮称)について 

【協議（今年度の学校経営・地域での状況等について（運営協議会委員の皆様の主なご意見）】  

○「自己肯定感が低いこと」について､世の中が２つに分断し、「失敗した＝ダメだ」と思わせる環境があるのであれば、

どうにかしたい。失敗したことを肯定的に見ていく大人の必要性があるのではないか。 

○複式学級授業について、参観日で普段の様子が見れて良かったが､大変だと思うこともある。今後試行錯誤してほしい。 

○「主体性」をどのように考えるか。学校としてどのように考えるのか整理してほしい。「学社連携」から「学社融合」へ

と変化している経緯がある。文部科学省生涯学習局からの通達等も整理して学校として考えてみてほしい。 

○複式の経験はないが、授業を見ると大変だと思う。先生がプレッシャーを感じながら日々奮闘している姿に感銘を受け

た。油木の住人からすると、人口減はさみしいが、複式授業ヘの取組は、次年度以降も続けてほしい。 

○学習発表会前半での子どもたちの集中力はすごかった。自分たちで考え、サッと動いていた。別の会でも話題になった

が、コミュニティースクールの姿について、もっと勉強しないといけない。こんな学校にしたいという理解をしたい。 

○PDCA サイクルや年間の運営をわかりやすく説明できていた。非常に良い１年だったと実感している。地域から見ても

非常に良い１年間であった。 

○コミュニティースクールは、各学校・地域によって変わってくる。地域と学校を上手くつないでいく接点に運営協議会

がある。提案であるが、主体性は校長がもち、地域に出たり、地域を呼んだりする時には、できるだけ情報提供をして

ほしい。すると、運営協議会が出て協働することができる。過去にはそういう実践があった。授業を通してつながりを。 

３月６日（月）に、「卒業をお祝いする会」を開きました。今年度は､

縦割り班ごとに分かれて準備をしました。当日は、クイズやダンス、6 年

間のスライドショーなど、様々な企画で 6 年生のお祝いをしました。 

2 月２８日（火）に､本校５年生児童と豊松小

学校５年生児童が Web を使って授業を行いま

した。Web でつながった他校の児童と同じ授業

を受けることで、普段の教室とは違った見方や

考え方に触れることができました。また、当日

は、保護者や学校運営協議会委員の方々にも参

観していただき、今後の Web を活用した授業

について考えることができました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                             


